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１
月
31
日
（
水
）
国
土
交
通
省
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
水
防
功
労
者
国
土
交
通

大
臣
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
県
か
ら
秋
田

市
消
防
団
と
五
城
目
町
消
防
団
が
受
賞
し

ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
水
防
管
理
者
の
管
轄
の

下
に
水
防
に
従
事
し
、
著
し
い
功
績
が
あ

っ
た
団
体
及
び
個
人
を
表
彰
す
る
制
度

で
、
昭
和
26
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
６
団
体
、
17
名
の
個
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。

  

令
和
５
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰

式
が
秋
田
県
及
び
秋
田
県
消
防
協
会
の
主

催
に
よ
り
、
３
月
22
日（
金
）に
秋
田
県
庁

第
二
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
な
ど
約

１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

  
式
典
で
は
、消
防
庁
長
官
表
彰
、秋
田
県

知
事
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
が

伝
達
さ
れ
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て 

佐
々
木
忠
雄 
大
仙
市
消
防
団
副
団
長
が

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

  

皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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佐々木副団長代表謝辞

前列右から４人目 秋田市永澤団長、
２列目右から２人目 五城目町千葉団長

日本消防協会長表彰

消防庁長官表彰
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彰
式
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開
催
さ
れ
ま
し
た



□功　労　章（１名）
 秋田市消防本部 消防正監 工　藤　琢　磨

□永年勤続功労章（70名）
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 小笠原　伸　一 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 佐々木　伸　吾

 秋田市消防本部 消　防　監 渡　辺　邦　博 秋田市消防本部 消防司令長 木　村　　　浩

 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小杉山　正　喜 秋田市消防本部 消防司令長 斉　藤　広　幸

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 次　田　　　肇 大館市消防本部 消防司令長 髙清水　　　優

 由利本荘市消防本部 消防司令長 髙　橋　忠　英 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 高　橋　　　倫

 横手市消防本部 消防司令長 竹　澤　全　元 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 田　村　俊　英

 北秋田市消防本部 消防司令長 中　嶋　　　忍 横手市消防本部 消防司令長 原　田　明　宏

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 藤　木　克　枝 由利本荘市消防本部 消防司令長 村　上　英　喜

 秋田市消防本部 消防司令長 若　狭　政　勝 鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 木　村　正　樹

 三種町消防団 副　団　長 池　内　清　浩 横手市消防団 副　団　長 泉　　　昌　宏

 潟上市消防団 副　団　長 越　後　道　明 八峰町消防団 副　団　長 金　平　多三夫

 大館市消防団 副　団　長 川　田　和　徳 大仙市消防団 副　団　長 佐々木　忠　雄

 秋田市消防団 副　団　長 佐　藤　　　孝 北秋田市消防団 副　団　長 佐　藤　将　人

 大仙市消防団 副　団　長 進　藤　峰　晴 にかほ市消防団 副　団　長 須　田　　　敦

 大仙市消防団 副　団　長 髙　橋　武　美 大仙市消防団 副　団　長 西　村　　　久

 五城目町消防団 副　団　長 宮　崎　博　之 八郎潟町消防団 分　団　長 浅　野　政　信

 仙北市消防団 分　団　長 安　達　政　治 能代市消防団 分　団　長 荒　木　芳　美

 横手市消防団 分　団　長 嵐　田　圭　一 北秋田市消防団 分　団　長 出　川　信　久

 大館市消防団 分　団　長 伊　藤　稔　彦 仙北市消防団 分　団　長 藺　藤　博　行

 秋田市消防団 分　団　長 植　田　　　一 羽後町消防団 分　団　長 大　庭　久　志

 能代市消防団 分　団　長 大　山　　　薫 由利本荘市消防団 分　団　長 鎌　田　　　敏

 大潟村消防団 分　団　長 川　﨑　健　次 秋田市消防団 分　団　長 岸　　　重　法

 鹿角市消防団 分　団　長 齊　藤　大　助 藤里町消防団 分　団　長 齋　藤　　　等

 男鹿市消防団 分　団　長 佐　藤　勝　則 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　正　樹

 横手市消防団 分　団　長 柴　田　康　孝 横手市消防団 分　団　長 菅　原　　　守

 由利本荘市消防団 分　団　長 須　田　　　充 男鹿市消防団 分　団　長 髙　田　照　彦

 横手市消防団 分　団　長 高　橋　和　美 東成瀬村消防団 分　団　長 高　橋　広　美

 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　喜　信 井川町消防団 分　団　長 武　塙　喜　一

 男鹿市消防団 分　団　長 角　崎　裕　継 美郷町消防団 分　団　長 戸　澤　靖　幸

 鹿角市消防団 分　団　長 畠　山　広　喜 秋田市消防団 分　団　長 藤　井　正　人

 大仙市消防団 分　団　長 藤　澤　　　進 秋田市消防団 分　団　長 舩　木　勇　一

 秋田市消防団 分　団　長 保　坂　　　一 由利本荘市消防団 分　団　長 村　上　憲四郎

 小坂町消防団 分　団　長 目　時　　　勝 横手市消防団 分　団　長 最　上　　　浩

 鹿角市消防団 分　団　長 栁　沢　　　誠 由利本荘市消防団 分　団　長 渡　辺　　　憲

 大館市消防団 副 分 団 長 大　森　　　治 由利本荘市消防団 副 分 団 長 工　藤　正　一

□竿頭綬（１消防機関・１消防団）
 秋田市消防本部・秋田市消防団
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□優良消防団（表彰旗）（１消防団）
 大潟村消防団  

   

□優良消防団（竿頭綬）（３消防団）
 鹿角市消防団　　　五城目町消防団　　　東成瀬村消防団

□功績章（18名）
 鹿角市消防団 副　団　長 髙　橋　　　実 大館市消防団 副　団　長 花　田　　　寿

 大館市消防団 部　　　長 伊　藤　房　子 北秋田市消防団 副　団　長 武　石　　　稔

 能代市消防団 副　団　長 梶　原　芳　一 三種町消防団 副　団　長 近　藤　　　優

 潟上市消防団 団　　　長 門　間　　　勉 五城目町消防団 団　　　長 千葉　與右エ門

 秋田市消防団 副　団　長 佐々木　　　徹 秋田市消防団 分　団　長 塚　田　貢　才

 由利本荘市消防団 副　団　長 村　上　吉　和 にかほ市消防団 副　団　長 佐々木　良　二

 大仙市消防団 副　団　長　 進　藤　文　隆 仙北市消防団 副　団　長 下　田　忠　浩

 横手市消防団 副　団　長 髙　𣘺　広　三 横手市消防団 副　団　長 柿　﨑　孝　一

 湯沢市消防団 分　団　長 石　田　　　均 羽後町消防団 分　団　長 土　田　良　悦

□精績章（43名）
 鹿角市消防団 分　団　長 成　田　広　一 小坂町消防団 分　団　長 目　時　　　勝

 大館市消防団 分　団　長 畠　山　幸　夫 北秋田市消防団 副　団　長 福　岡　　　仁

 北秋田市消防団 分　団　長 出　川　信　久 上小阿仁村消防団 副 分 団 長 北　林　繁　樹

 能代市消防団 分　団　長 荒　木　芳　美 能代市消防団 分　団　長 嶋　田　広　達

 能代市消防団 分　団　長 大　山　　　薫 藤里町消防団 分　団　長 佐々木　文　孝

 男鹿市消防団 副　団　長 千　田　信　男 潟上市消防団 副　団　長 越　後　道　明

 五城目町消防団 副　団　長 石　井　　　巧 八郎潟町消防団 副　団　長 渡　部　勝　則

 井川町消防団 分　団　長 鈴　木　正　彦 秋田市消防本部 消防司令長 高　橋　公　成

 秋田市消防本部 消防司令長 宇佐美　晃　市 秋田市消防本部 消防司令長 木　村　　　浩

 秋田市消防団 分　団　長 尾　形　新　一 秋田市消防団 分　団　長 五十嵐　弘　美

 由利本荘市消防団 副 分 団 長 東海林　　　一 由利本荘市消防団 分　団　長 髙　野　和　文

 由利本荘市消防団 分　団　長 石　井　忠　幸 由利本荘市消防団 分　団　長 柴　田　晃　央

 にかほ市消防団 分　団　長 相　良　　　裕 にかほ市消防団 部　　　長 佐々木　恵　子

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 進　藤　和　弘 大仙市消防団 副　団　長 佐々木　忠　雄

 大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　秀　世 仙北市消防団 副　団　長 武　藤　重　和

 仙北市消防団 班　　　長 西　宮　三　春 美郷町消防団 分　団　長 久　米　春　男

 横手市消防団 副　団　長 泉　　　昌　宏 横手市消防団 分　団　長 高　橋　和　美

 横手市消防団 分　団　長 嵐　田　圭　一 横手市消防団 分　団　長 最　上　　　浩

 横手市消防団 分　団　長 髙　橋　　　剛 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　賢　一

 湯沢市消防団 分　団　長 篠　田　　　真 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　浩　昭

 羽後町消防団 分　団　長 和　賀　正　由 湯沢市消防団 副 分 団 長 阿　部　美喜夫

 湯沢市消防団 副 分 団 長 髙　橋　一　久

□永年勤続者表彰（都道府県消防協会等役職員）（１名）
 秋田県消防協会 主　　　査 石　山　和　美
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　№818  消　防　秋　田 令和６年４月15日（隔月（偶数月）15日発行）（４)

　

日
本
消
防
協
会
か
ら
大
仙
市
消
防
団
に

福
祉
増
進
事
業
に
よ
る
車
両
が
交
付
さ

れ
、
同
消
防
団
か
ら
御
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
受
贈
い
た
し
ま
し
た
消
防
団

防
災
学
習
・
災
害
活
動
車
に
つ
き
ま
し
て

は
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
総
合
的
な
防

災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
災
害
時

に
お
け
る
人
員
や
資
機
材
等
の
搬
送
の
ほ

か
、
地
域
住
民
や
事
業
所
等
に
対
す
る
防

災
学
習
、
防
災
指
導
に
活
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

     

大
仙
市
消
防
団 

団
長 

田
村 

健
郎

今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
、 

役
割
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た

　

近
年
、
急
速
に
進
む
消
防
団
員
の
減
少

に
よ
っ
て
、
地
域
防
災
力
の
確
保
に
深
刻

な
影
響
が
出
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。本
県
で
も
加
入
促
進
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
消
防
団
員
の
加
入
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
若
い
世
代
が
や
り
が
い
を
実

感
し
、
誇
り
を
持
っ
て
活
動
出
来
る
消
防

団
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
若
い
世
代
の
考
え
を
発
信

し
共
通
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、２
月
17
日（
土
）イ
ヤ
タ
カ（
秋
田
市
中

通
）に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

消
防
団
や
消
防
本
部
の
関
係
者
約
１
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
消
防
団
充
実
強
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
愛
知
県
安
城
市
消
防
団
元
団
長 

太
田
佳
男
氏
が
「
何
の
為
に
？ 

な
ん
の
た

め
に
？ 

ナ
ン
ノ
タ
メ
ニ
？
」
と
題
し
て
、

６
年
間
の
団
長
在
任
中
に
手
掛
け
た
多
く

の
改
革
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
講
演
し
、

次
に
、
県
内
３
ヵ
所
で
開
催
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
若
手
の
意
見
発
表

や
、
県
内
消
防
団
に
よ
る
発
表
、「
私
た
ち

が
望
む
消
防
団
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、発
表

者
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、
消
防
秋
田

号
外
号（
３
月
28
日
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
災
活
動
車
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

第
47
回

　

第
47
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大

会
が
、
２
月
９
日
（
金
）
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
１

名
、
優
秀
賞
２
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
森

柊
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　

大
館
市
消
防
本
部

      

消
防
士　

大　

森　
　
　

柊

■
優
秀
賞

　

鹿
角
広
域
消
防
本
部

　
　
　

消
防
副
士
長　

金　

澤　

直　

大

　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

      

消
防
士　

細　

井　

健　

太

　

私
で
も
消
防
士
に
な
れ
ま
す
か

        　
　
　

大
館
市
消
防
本
部

大　

森　
　
　

柊

　
「
私
で
も
消
防
士
に
な
れ
ま
す
か…

」

　

あ
る
友
人
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
な
れ
る
と
思
う
よ
」

　

私
が
答
え
た
後
、
そ
の
友
人
は
少
し
不

安
げ
に
こ
う
続
け
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
私
で
も
？
」

　

私
は
そ
こ
で
初
め
て
、
友
人
は
心
と
体

が
一
致
し
な
い
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
だ
と
知
り
ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い

っ
た
素
振
り
を
全
く
見
せ
な
か
っ
た
友
人

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

秋
田
県
消
防
長
会



































湯沢市 池田菜那さん 会場の様子 太田佳男 氏
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意見発表のテーマと発表者名

⑴　スマホとＡＥＤ

由利本荘市消防本部　大　森　崚　真

⑵　その１本を減らすために

能代山本広域市町村圏組合消防本部　戸　松　恒　希

⑶　熊が出る街で…

秋田市消防本部　澤　田　　　崚

⑷　小さな積み重ね

五城目町消防本部　福　嶋　良　磨

⑸　消防人生とその後の人生

湖東地区消防本部　菅　原　和　希

⑹　雪害対応から始まる未来の地域づくりを

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部　佐　藤　惣太郎

⑺　こうなったらいいな

鹿角広域行政組合消防本部  金　澤　直　大

⑻　山岳事故ゼロを目指して

にかほ市消防本部　須　藤　歩　夢

⑼　共有する消防安心デジタルマップ

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部　細　井　健　太

⑽　救急活動で最も重要なこと

北秋田市消防本部  柴　田　陸　斗

⑾　地域防災力の強化を目指して

男鹿地区消防本部　加　藤　広　大

⑿　思いやりで理解し合える社会に

横手市消防本部　柴　田　俊　弥

⒀　私でも消防士になれますか

大館市消防本部　大　森　　　柊

か
ら
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
、
私
は
戸
惑

い
を
隠
せ
ず
、
た
だ
「
な
れ
る
と
思
う

よ
」
と
安
易
に
答
え
た
こ
と
を
後
悔
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
数
年
で
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
「
多
様
性
」

と
い
う
言
葉
。
障
害
の
有
無
や
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
な
性
自
認
に
つ
い
て
も
理

解
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
私

た
ち
を
取
り
巻
い
て
き
た
価
値
観
か
ら
の

脱
却
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
の
民
間
の
調
査
で
は
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
表
す
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
」
は
国
内
人
口
の
10
％
を
占
め
る
と

さ
れ
、
各
消
防
本
部
に
お
い
て
数
十
人
規

模
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
す
。
そ

う
考
え
た
場
合
、
厳
格
な
指
揮
命
令
系
統

や
、
24
時
間
の
共
同
生
活
と
い
っ
た
特
殊

な
勤
務
体
制
を
基
盤
と
す
る
今
の
消
防

に
、
果
た
し
て
「
彼
ら
・
彼
女
ら
」
の
居

場
所
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

漠
然
と
し
た
、
答
え
の
出
し
づ
ら
い
課

題
を
前
に
し
て
、
私
は
管
理
職
を
は
じ
め

と
す
る
職
員
間
で
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
は

ど
う
い
う
人
た
ち
を
指
す
の
か
、｢

彼
ら･

彼
女
ら
」
は
ど
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
知
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
性
転
換
手
術
な
ど
を

大 森　 柊 さん（最優秀賞）

行
い
心
と
体
の
性
を
一
致
さ
せ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
た
」
と
の
発
言
か
ら
誤
解
や

無
意
識
の
偏
見
が
、
す
ぐ
に
身
近
に
あ
る

と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
自
分
の
性
自
認
あ
る
い
は
性
的

指
向
を
打
ち
明
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
人
間
関
係
が
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
の
不
安
感
に
つ
い
て
は
、
消
防
と

い
う
高
い
協
調
性
が
求
め
ら
れ
る
組
織
内

に
お
い
て
、
「
そ
も
そ
も
自
身
の
性
に
つ

い
て
打
ち
明
け
づ
ら
い
の
で
は
」
「
自
分

の
周
り
に
は
い
な
い
と
勝
手
に
思
っ
て
い

た
が
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
き
ず
知
ら
な

い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
声
が

上
が
り
、
こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
多
様
性
に
対
す
る
理
解
が
一

歩
進
み
、
着
実
に
居
場
所
が
作
ら
れ
て
い

く
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
る
優
し
さ
を
組
織
内
で
醸
成

し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
姿
勢
が
、
職
員
間

の
良
好
な
関
係
性
を
築
き
、
次
世
代
の
消

防
を
作
り
上
げ
て
い
く
上
で
と
て
も
重
要

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

閉
鎖
的
で
男
性
の
職
場
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
い
ま
だ
払
拭
で
き
て
い
な
い
消
防

が
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
誰
も
が
活
躍

で
き
る
、
つ
な
が
り
支
え
合
う
組
織
を
目

指
す
こ
と
で
、
現
代
社
会
へ
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
り
得
る
は
ず
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
に
胸
を
張
っ
て
、

「
あ
な
た
も
消
防
士
に
な
れ
ま
す
よ
」

　

そ
ん
な
風
に
即
答
で
き
る
、
思
い
や
り

あ
ふ
れ
る
消
防
に
向
か
う
こ
と
を
、
私
は

強
く
望
み
ま
す
。
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消
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
地

域
防
災
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

団
員
の
加
入
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
消
防
団
加
入
促
進

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
広
報
の
強
化
に
力
点

を
置
き
、
次
の
三
つ
の
事
業
を
行
い
ま

す
。

①
市
町
村
が
実
施
す
る
消
防
団
活
動
の

Ｐ
Ｒ
に
対
す
る
支
援

　
　
　

従
来
の
消
防
団
活
動
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
市
町
村
が
新
た
に
取
り
組
む
Ｐ
Ｒ

活
動
も
対
象
と
す
る
。

②
県
に
よ
る
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　

県
が
発
行
す
る
広
報
紙（
５
月
号
）に
消
防

団
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
掲
載
し
、
県
内
全
戸
配

布
に
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
。

③
若
手
及
び
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
運
営
及
び
Ｐ
Ｒ

　
　
　

秋
田
魁
新
報
社
と
秋
田
赤
十
字
看
護
大
学

が
中
心
と
な
っ
て
開
催
す
る
「
あ
き
た
防

災
キ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
」
に
ブ
ー
ス
を
設

け
、
団
員
の
加
入
促
進
に
繋
が
る
Ｐ
Ｒ
を

行
う
。

　

①
は
、
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
て
県

が
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

③
は
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
県
か
ら
委

託
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、
各
支
部

か
ら
推
薦
さ
れ
た
消
防
団
員
で
構
成
す
る

準
備
委
員
会
で
詳
細
を
検
討
し
ま
す
。

消防団名 階　級 氏　　名

鹿　角　市

北 秋 田 市

北 秋 田 市

男　鹿　市

男　鹿　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

仙　北　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

畠　山　樹　了

三　浦　貴　臣

成　田　謙　治

齊　藤　廣　俊

進　藤　教　雄

小　林　康　則

小　薬　恵　太

伊　藤　壮　汰

小　山　真　人

加　藤　伸　行

大　石　清　純

西　成　　　賢

千　葉　竜　也

小　南　明　彦

教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

第68期基礎教育
令和６年３月９日㈯～３月10日㈰
14人（６消防団）
入団して概ね３年未満の消防団員

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校



































「
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
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教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

入 校 者
名　簿

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校

第６期幹部教育指揮幹部科現場指揮課程

部長又は部長と同等の実務経験を有する者

消防団名 階　級 氏　　名

第９期幹部教育指揮幹部科分団指揮課程

消防団名 階　級 氏　　名

令和６年３月16日㈯～３月17日㈰
22人（９消防団）

令和６年３月２日㈯～３月３日㈰
25人（14消防団）
分団長、副分団長の階級にある者

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

副　部　長

班　　　長

副 分 団 長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

阿　部　直　敏

湊　　　秀　次

渡　部　仁　志

菊　地　宏　明

斉　藤　　　毅

鎌　田　哲　也

金　森　秀　幸

夏　井　　　均

山　内　　　満

池　田　一　治

堀　　　健　悦

眞　坂　彰　宏

三　浦　　　誠

嶽　石　元　気

須　藤　　　元

佐　藤　正　好

佐　藤　新一郎

渡　邊　憲　幸

小　野　昭　己

田　口　昇　平

近　野　和　範

竹　内　　　満

鹿　角　市

北 秋 田 市

八 郎 潟 町

八 郎 潟 町

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

に か ほ 市

に か ほ 市

に か ほ 市

大　仙　市

仙　北　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

副 分 団 長

分　団　長

副 分 団 長

副 分 団 長

副 分 団 長

分　団　長

副 分 団 長

副 分 団 長

分　団　長

分　団　長

分　団　長

副 分 団 長

副 分 団 長

分　団　長

副 分 団 長

副 分 団 長

副 分 団 長

分　団　長

分　団　長

分　団　長

分　団　長

部　　　長

副 分 団 長

副 分 団 長

副 分 団 長

安　保　光　徳

安　部　靖　彦

三　浦　広　義

簾　内　裕　樹

髙　橋　幸　喜

佐　藤　勝　則

小　林　広　樹

北　嶋　誠　悦

山　陰　有　一

佐　藤　　　守

榎　　　清　一

東海林　　　一

村　上　憲四郎

渡　邊　　　剣

加　藤　朋　光

須　田　剛　彦

深　浦　　　豊

新　田　隆　一

最　上　　　浩

高　橋　　　保

佐々木　　　健

遠　田　英　樹

三　浦　善　吉

髙　橋　嘉　之

谷　藤　哲　也

鹿　角　市

大　館　市

北 秋 田 市

能　代　市

三　種　町

男　鹿　市

八 郎 潟 町

八 郎 潟 町

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

由利本荘市

由利本荘市

に か ほ 市

に か ほ 市

に か ほ 市

大　仙　市

横　手　市

横　手　市

横　手　市

横　手　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

東 成 瀬 村
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防 災 事 業 部

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

水防工法「川倉工」

美郷フェスタ 子供ふれあい活動（応急手当）

　

令
和
５
年
度
は
、
長
期
化
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
の
沈
静
化
を
受
け
、
消
防
団
活
動
の

制
限
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
１
年
間
の
美
郷
町
消
防
団

の
主
な
活
動
実
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
11
日
、
美
郷
町
「
雁
の
里
」
山
本

公
園
消
防
訓
練
場
に
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
・
規
律
訓
練
講
習
会
、
水
防
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
大
会
に
向
け
て
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
動
き
等
を
確
認
し
ま
し

た
。並
行
し
て
新
入
団
員
向
け
に
規
律
訓

練
を
実
施
し
、
消
防
団
員
の
基
本
動
作
等

を
学
び
ま
し
た
。

　

水
防
講
習
会
で
は
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
講

師
に
招
き
、
水
防
工
法「
川
倉
工
」を
実
技

し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
技
能
・
知
識
を

絶
や
さ
ず
継
承
す
る
た
め
、
今
後
も
継
続

的
な
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

８
月
19
日
、
秋
田
県
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
た「
第
60
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
」

に
出
場
し
ま
し
た
。各
地
区
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
精
鋭
団
員
が
一
堂
に
会
す
る
な

か
、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」で
、当
町
消

防
団
第
２
分
団
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
み
ご
と
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。こ
の
結
果
に
驕
る
こ
と
な
く
、令

和
８
年
度
の
全
国
大
会
を
目
指
し
て
精
進

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

10
月
21
日
及
び
22
日
、
美
郷
町
総
合
体

育
館
リ
リ
オ
ス
及
び
公
民
館
で
開
催
さ
れ

令
和
５
年
度
美
郷
町
消
防
団
の

  　
　
　

活
動
実
績
を
紹
介
し
ま
す

た「
美
郷
フ
ェ
ス
タ
」で
消
防
団
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。消
防
ブ
ー
ス
を
設
け

て
、子
供
ふ
れ
あ
い
活
動
、町
人
劇
団
に
よ

る
団
員
募
集
の
呼
び
か
け
、
よ
し
も
と
芸

人
の
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、
消
防
団
員
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
消
防
団
要
素

盛
り
だ
く
さ
ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

現
在
、美
郷
町
消
防

団
は
、団
員
募
集
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

Y
ouT

ube 

に
Ｐ
Ｒ

動
画
が
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
＝
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-11
-  2
-  1
-  2
-16
1

-  3

-  8
-  2
-  2
-  2
-14
0

-  7

184
25
25
84
318
21
67

59
5
8
13
85
8
23

25
5
4
9
43
6
14

48
3
7
11
69
9
20

17
3
2
7
29
6
7

令和６年 令和５年 同期比較
３月 累計 累計３月 年計 ３月 累計


